
読
書
案
内

川
を
め
ぐ
る
文
献

青
木
虹
二

　
特
集
に
ち
な
ん
で
、
今
回
は
河
川
に
関
す
る

文
献
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ

分
類
に
よ
れ
ば
、
河
川
の
文
献
は
、
地
理
、
地

学
、
土
木
工
学
、
農
業
に
ま
た
が
り
、
尨
大
な

の
で
、
こ
こ
で
は
ぐ
っ
と
圧
縮
し
て
、
総
説
的

な
著
書
、
紀
行
、
農
業
水
利
の
ほ
か
は
、
利
根
川

と
神
奈
川
県
河
川
の
文
献
目
録
に
限
定
し
た
。

　
　
総
　
説

文
献
目
録
で
は
、

国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
編
「
治

水
お
。
よ
び
水
害
関
係
資
料
集
」
二
九
六
一
）

農
業
水
利
問
題
研
究
会
編
「
農
業
水
利
文
献

解
説
」
　
（
一
九
五
九
）

農
林
省
図
書
館
編
「
農
林
文
献
解
題
-
農
業

水
利
編
」
　
「
日
本
農
業
文
庫
、
一
九
六
七
）

新
書
版
の
概
説
書
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

高
橋
裕
「
日
本
の
水
資
源
」
（
東
大
新
書
、

十
九
六
三
）

同
「
国
土
の
変
貌
と
水
害
」
　
（
岩
波
新
書
、

一
九
七
一
）

古
島
敏
雄
「
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
」
　
（
岩

波
新
書
）

　
鶴
見
川
の
記
述
が
あ
る

小
林
純
「
水
の
健
康
診
断
」
（
岩
波
新
書
、

一
九
七
一
）

佐
藤
武
夫
「
水
の
経
済
学
」
　
（
岩
波
新
書
、

一
九
六
五
）

次
は
、
一
般
的
な
概
説
書
で
あ
る
。

佐
藤
武
夫
「
水
害
論
」
　
（
三
一
書
房
、
一
九

五
八
）

同
「
水
利
経
済
論
」

安
正
正
巳
「
水
の
経
済
学
」
　
（
日
本
経
済
新

聞
社
、
一
九
七
五
）

堀
越
正
雄
「
日
本
の
上
水
」
　
（
新
人
物
往
来

社
、
一
九
七
〇
）

小
出
博
「
日
本
の
河
川
-
自
然
史
と
社
会

史
」
　
（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
〇
）

同
編
「
日
本
の
水
害
」
（
東
洋
経
済
新
報

社
、
一
九
五
四
）

小
笠
原
和
夫
「
山
と
水
の
自
然
」
　
（
古
今
書

院
、
一
九
六
九
）

山
県
登
「
水
と
環
境
」
　
（
大
日
本
図
書
、
一

九
七
三
）

市
川
正
巳
「
水
文
学
の
基
礎
」
　
（
古
今
書

院
、
一
九
七
三
）

産
業
計
画
会
議
「
水
資
源
を
ど
う
す
る
」
（
大

成
出
版
社
、
一
九
七
一
）

中
沢
べ
仁
「
水
資
源
の
話
」
　
（
日
本
経
済
新

聞
社
、
一
九
七
四
）

寵
瀬
良
明
「
自
然
堤
防
」
　
（
古
今
書
院
、
一

九
七
五
）

洞
沢
勇
「
水
の
汚
濁
と
浄
化
」
　
（
理
学
書

院
、
一
九
七
三
）

専
門
書
、
資
料
集
で
は
、

日
本
河
川
協
会
編
「
わ
が
国
の
河
川
」
　
（
一

九
五
九
）

水
利
科
学
研
究
所
編
「
水
経
済
年
報
」
（
林

野
共
済
会
、
一
九
五
四
～
）

同
「
水
利
学
大
系
」
八
冊
（
地
人
書
館
、
一

九
六
二
）

丸
山
速
夫
、
外
編
「
下
水
道
講
座
」
　
（
鹿
島

出
版
会
、
一
九
七
六
）
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

首
都
圏
整
備
委
員
会
編
「
水
需
給
調
査
報
告

書
」
　
（
一
九
六
六
）

蝋
山
政
道
編
「
首
都
圏
の
水
資
源
開
発
」
（
東

大
出
版
会
、
一
九
六
八
）

建
設
省
河
川
局
編
「
水
資
源
開
発
総
合
計

画
」
　
（
一
九
六
六
）

公
害
問
題
研
究
会
編
「
水
質
汚
濁
問
題
と
そ

の
対
策
」
　
（
積
文
堂
、
一
九
六
九
）

同
「
河
川
総
合
開
発
調
査
実
績
概
要
」
九
冊

西
川
喬
編
「
河
川
管
理
の
理
論
と
実
際
」
（
山

海
堂
、
一
九
六
九
）

上
本
善
平
「
只
見
川
開
発
を
め
ぐ
る
紛
争

史
」
　
（
東
京
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
六
九
）

小
出
博
「
日
本
の
河
川
研
究
-
地
域
性
と
個

別
性
」
　
（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
二
）

　
　
　
紀
　
行

　
歴
史
・
地
理
関
係
で
川
を
主
題
に
し
た
著
書

で
、
最
近
刊
行
の
も
の
を
あ
げ
る
と
、

　
山
本
脩
「
川
の
旅
」
　
（
読
売
新
聞
社
、
一
九

　
六
八
）

　
駒
敏
郎
「
川
の
日
本
史
」
（
新
人
物
往
来

　
社
、
一
九
七
四
）

　
西
野
辰
吉
「
石
狩
川
紀
行
」
　
（
日
本
放
送
協

　
会
出
版
部
、
一
九
七
五
）

　
北
苑
社
編
「
小
樽
運
河
」
（
北
苑
社
、
一
九

　
七
五
）

　
岩
手
放
送
編
「
北
上
川
」
　
（
Ｉ
Ｂ
Ｃ
開
発
セ

　
ン
タ
ー
、
一
九
七
五
）

　
読
売
新
聞
社
編
「
最
上
川
１
歴
史
と
文
化
」

　
（
郁
文
堂
書
店
、
一
九
六
九
）

　
赤
松
宗
且
「
利
根
川
図
志
」
　
（
岩
波
文
庫
、

　
一
九
七
一
）

小
出
博
「
利
根
川
と
淀
川
」
　
（
中
公
新
書
、

　
一
九
七
五
）

　
市
川
健
夫
「
千
曲
川
信
濃
川
」
　
（
農
山
漁
村

　
文
化
協
会
、
一
九
七
三
）
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毎
日
新
聞
社
編
「
母
な
る
信
濃
川
」
　
（
北
陸

建
設
弘
済
会
、
一
九
七
〇
）

宮
本
常
一
「
私
の
日
本
地
図
一
-
天
竜
川
に

沿
っ
て
」
　
（
同
文
館
、
一
九
六
七
）

市
川
健
夫
「
天
竜
川
」
「
梓
・
犀
川
・
姫
川
」

　
（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
四
）

中
日
新
聞
社
編
「
天
竜
川
」
　
（
中
日
新
聞

社
、
一
九
七
五
）

徳
永
隆
平
「
永
遠
の
飛
鳥
川
」
　
（
日
本
放
送

協
会
出
版
部
、
一
九
七
二
）

藤
岡
謙
二
郎
「
大
和
川
」
　
（
学
生
社
、
一
九

七
二
）

芳
水
康
史
「
吉
野
川
・
利
水
の
構
図
」
　
（
芙

容
書
房
、
一
九
七
〇
）

松
宮
勝
「
川
と
ふ
る
さ
と
-
神
戸
」
　
二
九

六
〇
」

　
　
　
農
業
水
利

　
農
業
水
利
問
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
書
と
川

水
史
に
お
け
て
み
る
。

　
喜
多
村
俊
夫
「
日
本
潅
漑
水
利
慣
行
の
史
的

　
研
究
」
総
論
編
・
各
論
編
（
岩
波
書
店
、
一

　
九
五
〇
、
七
三
）

　
永
田
恵
十
郎
「
日
本
農
業
の
水
利
構
造
」
（
岩

　
波
書
店
）

　
渡
辺
洋
三
「
農
業
水
利
権
の
研
究
」
　
（
東
大

　
出
版
会
、
一
九
五
四
）

　
農
業
水
利
問
題
研
究
会
編
「
農
業
水
利
秩
序

　
の
研
究
」
　
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
一
）

　
新
沢
嘉
芽
統
「
農
業
水
利
論
」
　
（
東
大
出
版

　
会
、
一
九
五
五
）

　
同
「
河
川
水
利
調
整
論
」
　
（
岩
波
書
店
、
一

　
九
六
二
）

　
金
沢
夏
樹
一
稲
作
の
経
済
構
造
-
そ
の
停
滞

　
的
要
因
と
水
利
」
　
（
東
大
出
版
会
、
一
九
五

　
四
）

　
増
山
芳
郎
「
農
業
水
利
紛
争
の
解
決
の
理
論

　
と
実
際
」
　
二
九
五
八
）

　
亀
田
隆
元
「
日
本
古
代
用
水
史
の
研
究
」
（
吉

　
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
）

　
宝
月
圭
吾
「
中
世
濯
漑
史
の
研
究
」
　
（
目
黒

　
書
店
、
一
九
五
〇
）

　
馬
場
昭
「
水
利
事
業
の
展
開
と
地
主
制
」
（
御

　
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
五
）

　
農
林
省
農
地
局
編
「
農
業
水
利
慣
行
の
研

　
究
」
一
　
（
一
九
五
六
）

　
農
林
省
農
地
局
編
「
農
業
水
利
紛
争
調
査
」

　
（
一
九
五
三
）

　
同
「
農
業
水
利
実
態
調
査
書
」
　
（
一
九
五
七

　
～
六
五
）

　
つ
ぎ
に
全
国
各
地
の
用
水
史
の
う
ち
、
著
名

の
も
の
は
、

　
「
明
治
用
水
」
二
号
（
一
九
五
三
）
　
愛
知

　
「
宮
田
用
水
史
」
四
冊
（
一
九
四
四
）
同

　
「
愛
知
用
水
史
」
二
号
（
一
九
六
八
）
同

　
「
豊
川
用
水
史
」
二
号
（
一
九
七
五
）
同

　
坂
井
誠
一
「
牛
ヶ
首
用
水
史
」
（
一
九
五

　
二
）
　
富
山

　
「
待
矢
場
用
水
史
」
　
二
九
五
二
）
　
群
馬

　
「
見
沼
代
用
水
沿
革
史
」
（
一
九
五
八
）
埼
玉 　

三
枝
善
枝
「
徳
島
堰
」
　
（
一
九
五
八
）
山
梨

　
堀
江
祐
司
編
「
備
前
堀
―
北
関
東
に
お
け
る

　
用
水
史
の
研
究
」
　
（
一
九
六
九
）
　
．
群
馬

　
　
「
印
旛
沼
開
発
史
」
二
冊
（
一
九
七
二
）
干
葉

　
佐
藤
誠
郎
「
赤
川
史
」
　
（
一
九
六
六
）
．
山
形

　
　
「
東
京
市
史
稿
」
上
水
篇

　
　
「
岐
阜
県
史
」
史
料
編
近
世
五
治
水
・
用
水

　
　
（
一
九
六
七
）

　
新
潟
県
の
場
合
は
、
用
水
よ
り
も
排
水
が
問

題
で
あ
る
が
、
次
の
二
書
が
く
わ
し
い
．

　
　
「
白
根
郷
治
水
史
」
二
冊
（
一
九
五
二
～
五

　
三
）

　
島
谷
仁
編
「
亀
田
郷
治
水
史
」
二
九
六
六
）

　
　
　
　
利
　
根
　
川

　
利
根
川
に
つ
い
て
は
、
九
学
会
連
合
・
利
根

川
流
域
調
査
委
員
会
編
「
利
根
川
-
自
然
・
文

化
・
社
会
」
　
（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
一
）
が

包
括
的
な
著
書
と
し
て
し
ら
れ
る
が
、
巻
末
の

　
「
利
根
川
流
域
関
係
文
献
目
録
」
は
網
羅
的

で
、
便
利
に
で
き
て
い
る
。
次
は
主
と
し
て
こ

の
目
録
か
ら
の
抜
書
。

　
吉
田
東
伍
「
利
根
治
水
論
考
」
（
三
省
堂
、

　
一
九
一
〇
）

　
栗
原
良
輔
「
利
根
川
治
水
史
」
一
～
八
（
河

　
川
一
九
五
六
・
三
～
一
二
）

　
末
松
栄
「
利
根
川
の
解
析
」
　
（
一
九
五
五
）

　
「
大
利
根
用
水
事
業
史
」
二
冊
（
一
九
五
八
）

　
大
蔵
省
主
計
局
編
「
利
根
川
水
系
水
利
水
計

　
画
に
つ
い
て
」
　
（
一
九
六
〇
）

農
林
省
東
京
農
地
事
務
局
編
「
利
根
川
水
系

経
済
調
査
報
告
書
昭
三
二
三
冊
（
一
九
六

一
）

国
土
開
発
調
査
会
「
利
根
川
１
そ
の
治
水
と

利
水
（
増
補
改
訂
版
）
」
　
（
一
九
六
〇
）

君
塚
貢
「
利
根
川
の
変
遷
と
改
修
問
題
」
（
一

九
五
二
）
．

川
名
勝
雅
「
中
利
根
の
治
水
史
」
　
（
一
九
五

五
）

科
学
技
術
庁
資
源
局
編
「
利
根
川
総
合
水
利

計
画
」
　
（
一
九
五
九
）

農
林
省
関
東
農
政
局
編
「
利
根
川
流
域
に
お

け
る
農
業
水
利
の
展
開
と
農
業
発
展
」
　
（
一

九
六
五
）

稲
田
裕
「
利
根
川
水
利
と
河
川
流
況
に
つ
い

て
」
　
（
水
利
科
学
、
一
九
六
〇
・
三
）

佐
々
木
四
郎
「
利
根
川
に
お
け
る
農
業
水
利

上
の
問
題
点
」
　
（
同
右
、
同
四
）

佐
藤
俊
朗
「
利
根
川
の
治
水
史
に
つ
い
て
」

　
（
同
右
、
一
九
六
一
）

飯
島
博
「
利
根
川
」
正
続
（
三
一
書
房
、
一

九
五
八
～
五
九
）

　
「
地
理
」
第
一
一
巻
四
号
特
集
利
根
川
（
一

九
六
六
）

経
済
企
画
庁
資
源
局
編
「
利
根
川
水
系
に
依

存
す
る
将
来
の
水
需
要
量
等
」
七
冊
（
一
九

六
五
）

　
　
神
奈
川
県
下
の
河
川

県
下
全
般
に
ま
た
が
る
資
料
に
は
、

調査季報51―76.973



神
奈
川
県
編
「
土
地
及
び
水
資
源
に
関
す
る

総
合
計
画
」
　
（
一
九
五
九
）

同
「
水
系
別
河
川
水
質
調
査
年
報
」
　
（
一
九

六
五
～
）

同
「
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
」
　
（
一
九
六

七
）

同
「
神
奈
川
県
災
害
誌
（
自
然
災
害
）
」
（
一

九
七
一
）

同
「
神
奈
川
県
水
防
計
画
」

小
川
浩
「
神
奈
川
県
下
の
用
水
事
情
に
つ
い

て
」
　
（
用
水
と
廃
水
、
一
九
六
一
）

　
　
　
　
一
　
相
模
川

溝
口
三
郎
「
相
模
川
水
利
統
制
計
画
の
過
去

及
び
現
在
」
　
（
丸
山
書
店
、
一
九
四
九
）

神
奈
川
県
編
「
相
模
川
河
水
統
制
事
業
史
」

　
（
一
九
五
二
）

同
「
水
質
汚
濁
防
止
相
模
川
調
査
報
告
書
」

　
（
一
九
五
六
）

建
設
省
河
川
局
編
「
相
模
川
水
系
河
川
現
況

調
書
」
二
（
一
九
五
六
）

神
奈
川
新
聞
社
編
「
相
模
川
」
（
一
九
五
八
）

神
奈
川
県
編
「
相
模
川
水
系
利
水
現
況
調
査

報
告
書
」
　
（
一
九
五
九
）

同
「
相
模
川
総
合
開
発
事
業
」
一
～
二
（
水

道
協
会
雑
誌
、
一
九
六
五
）

窪
田
定
衛
「
相
模
川
の
問
題
点
」
上
（
河
川

一
九
六
二
・
三
）

山
崎
寿
雄
「
秦
野
盆
地
の
水
源
に
つ
い
て
」

　
（
東
北
地
理
、
一
九
六
二
・
三
）

神
奈
川
県
編
「
相
模
川
の
砂
利
」
　
二
九
六

六
）

同
「
相
模
川
水
系
河
川
及
び
工
場
廃
水
調
査

結
果
報
告
書
」
　
（
一
九
六
七
）

土
木
学
会
編
「
相
模
川
河
口
調
査
報
告
書
昭

三
五
～
四
四
」
　
（
一
九
七
〇
）

相
模
川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議
会
編
「
相
模

川
」
一
号
～
二
二
号
（
一
九
七
三
～
七
四
）

　
　
　
二
　
酒
匂
川

建
設
省
編
「
酒
匂
川
水
系
河
川
現
況
調
書
」

二
（
一
九
五
五
）

神
奈
川
県
編
「
稲
作
経
営
と
農
業
水
利
慣
行

-
酒
匂
川
流
域
に
お
け
る
『
干
し
田
』
慣

行
」
　
（
一
九
五
六
）

同
「
狩
川
流
域
に
お
け
る
農
地
災
害
調
査
」

　
（
一
九
五
六
）

同
「
酒
匂
川
総
合
開
発
基
礎
調
査
中
開
報
告

書
」
　
（
一
九
六
二
）

同
「
酒
匂
川
に
お
け
る
水
利
調
整
の
現
状
と

将
来
」
　
（
一
九
六
五
）

同
「
酒
匂
川
総
合
開
発
基
礎
調
査
報
告
書
」

　
（
一
九
七
三
）

酒
匂
川
水
系
保
全
協
議
会
編
「
酒
匂
川
」
一

～
（
一
九
六
六
～
）

　
酒
匂
川
水
系
水
質
調
査
・
流
量
調
査
成
績

　
表
を
連
載
し
て
い
る
。

　
　
　
三
　
多
摩
川

山
田
蔵
太
郎
「
稲
毛
川
崎
二
ヶ
領
用
水
事

蹟
」
　
（
一
九
三
〇
）

建
設
省
編
「
多
摩
川
水
系
河
川
現
況
調
書
」

　
（
一
九
五
五
）

石
井
光
太
郎
編
「
溝
ノ
ロ
村
用
水
騒
動
録
」

　
（
経
済
と
貿
易
、
一
九
五
九
）

滝
井
孝
作
編
「
文
学
に
見
る
日
本
の
川
-
多

摩
川
」
　
（
日
本
週
報
社
、
一
九
六
〇
）

建
設
省
編
「
多
摩
川
・
鶴
見
川
河
川
水
質
調

査
報
告
書
」
　
（
一
九
六
四
）

川
崎
市
立
宮
内
中
学
校
編
「
ぼ
く
ら
の
多
摩

川
-
科
学
ク
ラ
ブ
七
ヵ
年
の
歩
み
」
（
一
九

六
五
）

華
山
謙
「
多
摩
川
の
水
利
-
そ
の
史
的
展

開
」
　
（
一
九
六
五
）

横
山
理
子
編
「
多
摩
川
の
自
然
を
守
る
」
（
三

省
堂
、
一
九
七
三
）

加
藤
辿
「
都
市
が
滅
ぼ
し
た
川
-
多
摩
川
の

自
然
史
」
　
（
中
公
新
書
、
一
九
七
三
）

平
田
徳
太
郎
「
多
摩
川
水
源
地
の
水
文
学
的

研
究
」
　
（
水
利
科
学
、
一
九
五
八
・
三
）

　
　
　
四
　
横
浜
市
域
の
河
川

建
設
省
編
「
鶴
見
川
水
系
河
川
現
況
調
書
」

　
（
一
九
五
三
）

日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
編

　
「
帷
子
川
水
系
新
田
間
の
一
部
お
よ
び
幸
川

埋
立
に
伴
う
水
理
権
付
」
　
（
一
九
六
五
）

横
浜
市
計
画
局
編
「
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

自
然
お
よ
び
立
地
条
件
に
関
す
る
基
礎
調

査
」
　
（
一
九
六
八
）

竹
内
治
利
・
佐
久
間
道
夫
［
鶴
見
川
誌
一
、

　
「
鶴
見
村
誌
」
　
（
一
九
七
〇
～
七
二
）

神
奈
川
県
編
「
都
市
化
に
よ
る
柏
尾
川
流
派

等
へ
の
影
響
調
査
」
二
（
一
九
七
三
）

　
横
浜
市
公
害
対
策
局
編
「
横
浜
市
内
河
川
流

　
域
の
水
質
汚
濁
と
生
物
」
　
（
一
九
七
四
）

　
同
「
横
浜
市
水
質
環
境
総
合
調
査
一
-
鶴
見

　
川
を
対
象
と
し
て
」
　
（
一
九
七
五
）

　
こ
の
外
、
郷
土
史
の
な
か
で
、
治
水
・
用
水

に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、

　
横
浜
市
編
「
横
浜
市
史
」
第
一
巻
（
一
九
五

　
八
）

　
　
第
八
章
治
水
・
利
水
の
発
展
と
農
村
で
、

　
　
鶴
見
川
・
大
岡
川
・
帷
子
川
に
つ
い
て
の

　
　
べ
て
い
る

　
「
都
田
村
外
一
ヶ
村
普
通
水
利
組
合
史
」
（
一

　
九
二
六
）

　
「
都
田
村
誌
」
　
（
一
九
二
九
）

　
　
水
利
及
び
治
水
の
章
が
あ
る

　
戸
倉
英
太
郎
「
続
都
筑
の
丘
に
拾
う
」
　
（
一

　
九
五
五
）

　
　
水
訴
史
の
章
で
、
鶴
見
川
上
流
部
の
水
論

　
　
を
紹
介
し
て
い
る

　
「
中
里
郷
土
史
」
　
（
一
九
六
九
）

　
　
水
利
と
水
論
の
章
が
あ
る
が
、
史
料
は
戸

　
　
倉
氏
と
同
一
で
あ
る

　
「
続
田
奈
の
郷
土
誌
」
　
（
一
九
六
六
）

　
　
下
長
津
田
の
水
利
を
紹
介

　
「
保
土
谷
区
郷
土
史
」
続
（
一
九
三
八
）

　
　
帷
子
川
の
川
水
を
紹
介

　
「
港
北
百
話
」
（
港
北
区
役
所
、
一
九
七
六
）

　
　
鶴
見
川
に
ま
つ
わ
る
話
、
耕
地
と
灌
漑
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